
数
は
、
規
制
緩
和
さ
れ

た
平
成
14
年
以
降
、
と

も
に
７
割
前
後
ま
で
減

少
し
て
お
り
、
新
た
な

人
材
の
採
用
・
育
成
が
喫

緊
の
課
題
、近
年
、一
般

廃
業
の
件
数
は
増
加
傾

向
に
あ
る
が
、中
で
も
、

75
歳
未
満
の
事
業
者
が
事
業
を
譲
渡
せ
ず
廃
業

す
る
件
数
が
目
立
っ
て
き
て
い
る
等
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。議
連
の
城
内
事
務
局
長
か
ら
は
、

法
人
乗
務
員
も
減
っ
て
い
る
と
は
い
え
、募
集

に
よ
り
増
や
す
道
が
残
っ
て
い
る
が
、個
人
は

い
っ
た
ん
減
少
し
た
数
の
穴
埋
め
は
で
き
な
い

と
し
て
、法
・
個
を
同
一
視
す
る
こ
と
を
疑
問
視

し
、譲
渡
譲
受
だ
け
で
は
減
る
ば
か
り
で
あ
る

こ
と
を
訴
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。秋
田
会
長

か
ら
も
、法
人
の
休
車

は
復
活
で
き
る
が
、個

人
は
新
規
許
可
し
か

復
活
の
道
は
な
い
、台

数
枠
の
設
定
な
ど
の

踏
み
込
ん
だ
対
策
を

改
め
て
訴
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
審
議
に

て
、 

決
議
事
項
は
原

案
通
り
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

都内個人タクシー現況（令和3年5月1日現在） 

許可事業者数  11,048名（前月比 −36名）
（特別区、武三10,659名  北多摩147名  南多摩242名）

傘下事業者数  10,681名（前月比 −51名）
（特別区、武三10,296名  北多摩144名  南多摩241名）

※集計方法は運輸行政と異なります。

第
70
回
　
理
事
会
の
焦
点

定
時
総
会
に
向
け
た
議
案
を
審
議

事
業
の
見
直
し
等
を
含
め
た
経
費
削
減
に
よ
り

収
支
均
衡
を
目
指
す
と
同
時
に
、事
業
者
負
担

を
最
低
限
に
抑
え
る
こ
と
を
前
提
に
検
討
す
べ

き
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
」と
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

第
12
回
議
員
連
盟
総
会
に
つ
い
て

　

５
月
20
日
、衆
議
院
第
二
議
員
会
館
に
お
い

て
、自
民
党
・
個
人
タ
ク
シ
ー
を
応
援
す
る
議
員

連
盟
第
12
回
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。第
10

回
総
会
で
要
望
し
て
い
た
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
解

雇
へ
の
救
済
措
置
、定
年
制
に
関
連
し
た
緩
和

措
置
、譲
渡
譲
受
の
円
滑
化
に
関
連
す
る
緩
和

措
置
等
に
つ
い
て
具
体
的
な
回
答
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。国
土
交
通
省
か
ら
は
、法
人
タ
ク

シ
ー
の
運
転
者
数
と
個
人
タ
ク
シ
ー
の
事
業
者

令
和
２
年
度
決
算
報
告
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
度
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
各
事

業
の
中
止
や
書
面
開
催
等
へ
の
変
更
に
よ
り
、 

費
用
が
大
幅
に
抑
制
さ
れ
た
こ
と
か
ら
正
味

財
産
は
約
２
６
０
万
円
の
増
加
と
な
っ
た
も
の

の
、 

事
業
者
数
は
マ
イ
ナ
ス
７
５
１
名
と
大
き

く
減
少
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、近
年
の
会

費
収
入
は
、毎
年
、前
年
比
マ
イ
ナ
ス
６
０
０
万

円
〜
マ
イ
ナ
ス
７
０
０
万
円
余
り
と
減
少
が
続

い
て
お
り
ま
す
。コ
ロ
ナ
終
息
後
、従
来
の
通

常
業
務
に
戻
る
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
は
正

味
財
産
は
大
き
く
減
少
し
、協
会
の
財
務
状
況

及
び
運
営
は
極
め
て
厳
し
い
も
の
に
な
る
と
想

定
さ
れ
ま
す
。第
14
回
財
務
委
員
会
か
ら
は
、

「
現
況
は
、会
費
改
定
等
の
検
討
を
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
で
あ
る
と
認
識
し
、各
委
員
か
ら
は
、

場
　
　
所

日
個
連
会
館

開
催
日
時

５
月
24
日（
月
）  

午
後
２
時

決
議
事
項

①
令
和
２
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

②
令
和
２
年
度
決
算
報
告
承
認
の
件

③
第
８
回
定
時
総
会
招
集
決
定
並
び
に
提
出
議
案
承
認
の
件

④
令
和
３
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
承
認
の
件

⑤
事
故
防
止
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
基
準
一
部
改
定
（
案
）承
認
の
件

⑥
街
頭
営
業
適
正
化
実
施
要
綱
一
部
改
定
（
案
）承
認
の
件

「業界全体で頑張っていきましょう」
と秋田会長
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【
９
年
連
続
達
成
：
３
団
体
】 

◦
墨
東
支
部　

◦
足
立
支
部　

◦
事
業
団
支
部  

 【
８
年
連
続
達
成
：
５
団
体
】 

◦
足
立
第
二
支
部　

◦
文
京
第
一
支
部　

◦
目
黒
第
一
支
部　

◦
目
黒
第
二
支
部　

◦
北
区
協
組 

【
７
年
連
続
達
成
：
２
団
体
】 

◦
品
川
第
一
支
部 

◦
新
宿
支
部 

 【
６
年
連
続
達
成
：
４
団
体
】 

◦
品
川
第
二
支
部 

◦
杉
並
支
部 

◦
南
多
摩
支
部 

◦
第
一
事
業
団
支
部 
 【

５
年
連
続
達
成
：
２
団
体
】 

◦
板
橋
第
一
支
部 

◦
交
友
支
部 

 【
４
年
連
続
達
成
：
８
団
体
】 

◦
荒
川
支
部　

◦
江
戸
川
第
一
支
部　
　

◦
北
第
二
支
部　

◦
世
田
谷
第
三
支
部　

◦
石
神
井
支
部　

◦
城
北
支
部　

◦
千
住
協
組　

◦
第
一
多
摩
協
組 

 【
３
年
連
続
達
成
：
５
団
体
】 

◦
北
支
部　

◦
墨
田
支
部　

◦
亀
戸
支
部　

◦
小
岩
支
部　

◦
双
和
支
部 

【
２
年
連
続
達
成
：
６
団
体
】 

◦
世
田
谷
第
一
支
部　

◦
練
馬
支
部　

◦
練
馬
第
二
支
部　

◦
板
橋
支
部　

◦
新
中
野
支
部　

◦
東
京
西
北
協
組 

【
令
和
２
年
度
達
成
：
14
団
体
】 

◦
品
川
第
三
支
部　

◦
世
田
谷
第
二
支
部　

◦
都
心
支
部　

◦
中
野
支
部　

◦
豊
島
支
部　

◦
城
南
支
部　

◦
新
東
京
支
部
（
東
）　

◦
浮
間
支
部　

◦
葛
飾
支
部　

◦
城
東
支
部　

◦
新
東
京
支
部
（
日
）　

◦
東
京
相
互
支
部　

◦
四
〇
支
部　

◦
自
交
総
連
協
組

　

安
全
運
転・
事
故
防
止
の
徹

底
を
図
る
た
め
、令
和
２
年
度

警
視
庁
主
催
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ド
ラ

イ
バ
ー・コ
ン
テ
ス
ト
に
１
４
１
組

７
０
５
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。無
事
故
・
無
違
反
の
達
成
者

は
80
組
、
達
成
率
は
56
・
７
％

と
、昨
年
度
を
１
・
１
％
上
回
り

ま
し
た
。

❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖

【
16
年
連
続
達
成
：
１
団
体
】

◦
多
摩
個
連

【
13
年
連
続
達
成
：
２
団
体
】 

◦
東
友
支
部 

◦
全
個
人
協
議
会 

 【
12
年
連
続
達
成
：
３
団
体
】 

◦
足
立
第
一
支
部

◦
北
多
摩
支
部

◦
町
田
協
会  

 【
11
年
連
続
達
成
：
１
団
体
】 

◦
渋
谷
支
部 

【
10
年
連
続
達
成
：
１
団
体
】 

◦
武
三
支
部  

事
故
防
止
コ
ン
テ
ス
ト

令
和
２
年
度
セ
ー
フ
テ
ィ
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト 

結
果
報
告

　

交
通
共
済
協
同
組
合
等
か
ら
の

デ
ー
タ
提
供
に
よ
り
行
っ
て
い
る
事

故
防
止
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
、年

間
の
人
身
事
故
発
生
率
（
人
身
事
故

件
数
／
事
業
者
数
）の
低
い
上
位
の

団
体
は
左
記
の
と
お
り
で
し
た
。

★上位5団体★

順位 団体名 事業者数 人身事故
件数 発生率

1 都民同盟 60 0 0.00%

2 新宿支部 209 1 0.48%

3 渋谷支部 125 1 0.80%

4 新東京支部（日） 116 1 0.86%

5 南多摩支部 101 1 0.99%

令
和
３
年
５
月
31
日

更
新
者
の
皆
さ
ま
へ

期
限
更
新
申
請
書
提
出
後
の

道
交
法
違
反
等
報
告
の

徹
底
に
つ
い
て

　

期
限
更
新
申
請
の
際
に
添
付
し
た
運
転
記

録
証
明
書
の
証
明
期
間
以
降
、更
新
期
限
満
了

日
（
５
月
31
日
）ま
で
の
間
に
、新
た
な
道
路

交
通
法
の
違
反
等
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、宣
誓

書
に
基
づ
き
、行
政
当
局
に
対
し
て
直
ち
に
報

告
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
過
去
に
お
い
て
、こ
の
報
告

を
怠
っ
た
こ
と
が
発
覚
し
、当
該
事
業
者
及
び

所
属
団
体
長
が
顛
末
書
の
提
出
を
求
め
ら
れ

る
事
案
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
般
、令
和
３
年
５
月
31
日
付
期
限
更
新
者

に
つ
き
ま
し
て
、期
限
更
新
の
処
分
が
行
わ

れ
ま
す
が
、新
た
な
道
路
交
通
法
の
違
反
等
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、直
ち
に
報
告
を
さ
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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石
神
井
川

石
神
井
川

石神井公園通り

石神井公園通り

西武池袋線西武池袋線

都立石神井公園都立石神井公園

和田堀公園和田堀公園

石神井公園駅

交通開放区間

西新井署西新井署

イオンイオン足立都税事務所足立都税事務所

交通開放区間

スカイツリーライン

スカイツリーライン

亀
田トレイン通り

亀
田トレイン通り

環状７号線環状７号線

尾
竹
橋
通
り

尾
竹
橋
通
り

西新井駅

西新井さかえ公園西新井さかえ公園

足立区立川端
第一公園
足立区立川端
第一公園

綾
瀬
川
綾
瀬
川

首
都
高
速
６
号
三
郷
線

首
都
高
速
６
号
三
郷
線

六町加平橋六町加平橋

交通開放区間

地図 名称 概要 変更日

亀田トレイン通り 
（足立区西新井栄町1
丁目～西新井栄町２
丁目）

西新井駅西口から補助第
138号線までのおよそ900
メートルが全線開通となり、
周辺道路の交通渋滞の緩
和や通勤・通学の利便性向
上などが期待される。

 
2021地図

P94-E-2～ F-2

令和3年3月

補助第258号線
六町加平橋

（環七北通り） 
（足立区六町1丁目～
加平2丁目）

補助第140号線まで開通と
なり、周辺道路の交通渋滞
の緩和や通勤・通学の利便
性向上などが期待される。

2021地図
P80-A-8～ B-8

令和3年3月

東京都市計画道路事
業幹線街路補助線街
路第132号線 

（石神井公園駅）

再開発事業に伴い、車道部
の工事が完了し、暫定的に
交通開放を行う。歩道部の
工事は引き続き行う。

2021地図
P102-I-4

令和3年3月

■不適正営業集計表（街頭営業適正化指導規程）	 （件）

発生月 警告事案 処分事案 処分事案（加重） 合計

令和3年3月 2 1 0 3 

■処分事案対処報告書（街頭営業適正化指導規程）	 令和3年4月報告分

会員 団体名 氏名 発生日 発生場所 対象行為 加重 処分内容

都営協 朋友支部 Ａ・Ｋ R3.1.23 千代田区内神田3-12 運送引受拒絶 表示灯使用停止
換金停止

※処分事案は会員団体に処分を要請し、令和3年4月中に処分内容の報告があったもの
※加重とは、処分事案としての処理が２回目以降となる場合です

氏
名	

所
属
団
体	

享
年	

病
名

小
澤 

鉄
夫	（
東
個
協
・
北
）	

59	

不
明

大
井 

明
徳	（
東
個
協
・
杉
並
）	

53	

心
不
全

川
合 

信
之	（
都
営
協
・
小
岩
）	

60	

脳
出
血

谷
口 

孝
雄	（
都
営
協
・
事
業
団
）	

72	

間
質
性

			




肺
炎

石
本 

幸
善	（
都
営
協
・
東
部
）	

77	

膵
臓
癌

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

訃
報

＊
２
・
３
月

【 道 路・橋 等 】

地理モニター報告�
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２
０
０
７
年
に
開
催
さ
れ
た
国
際
口
笛
大
会
で
総
合
準
優

勝
と
い
う
輝
か
し
い
実
績
を
お
さ
め
ら
れ
、
今
も
口
笛
奏
者
と

し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
漆
原
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

 

● 

テ
レ
ビ
で
見
た
西
部
劇
、

 　

幼
心
に
響
い
た
哀
愁
漂
う
口
笛
の
音
色

　

口
笛
を
吹
く
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
小
学
生
の
頃
、

父
親
が
見
て
い
た
西
部
劇
（
マ
カ
ロ
ニ
・
ウ
エ
ス
タ
ン
）を
一
緒

に
見
て
い
て
、
そ
の
劇
中
に
流
れ
て
い
た
口
笛
を
自
分
も
マ
ネ

し
た
こ
と
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。「
好
き
こ
そ
も
の
の
上

手
な
れ
」と
は
よ
く
言
っ
た
も
の
で
、
当
時
は
夕
方
に
な
れ
ば

銭
湯
帰
り
の
人
が
口
笛
を
吹
い
て
い
る
姿
を
よ
く
見
か
け
た

の
で
す
が
、
そ
ん
な
大
人
を
見
て
「
俺
の
方
が
う
ま
い
な
あ
」な

ん
て
思
っ
た
も
の
で
す
（
笑
）。

　

し
か
し
高
校
時
代
、
友
人
と
将
来
の
夢
を
話
し
合
っ
た
時
に

「
俺
は
口
笛
の
プ
ロ
に
な
る
」と
言
っ
た
ら
、「
何
だ
、
せ
こ
い
夢

だ
な
」と
言
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
…
。
そ
れ
以
来
、

「
口
笛
を
吹
く
こ
と
が
好
き
」
と
い
う
こ
と
を
人
に
言
う
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

 

● 

口
笛
を
認
め
ら
れ
た
喜
び

　

口
笛
と
向
き
合
い
始
め
た
の
は
、
大
学
を
卒
業
し
就
職

し
て
か
ら
の
こ
と
。
父
親
の
影
響
で
洋
楽
を
聴
く
機
会
も

多
か
っ
た
の
で
自
然
と
音
楽
が
好
き
に
な
り
、
中
高
時
代

は
吹
奏
楽
部
、
大
学
に
入
る
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
属
し
て

い
ま
し
た
。
大
学
卒
業
後
は
彫
金
の
仕
事
を
し
な
が
ら
ア

マ
チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
し
た
。

　

年
に
２
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
前
に
は
練
習
合
宿
を
行
う
の

で
す
が
、
そ
の
際
の
懇
親
会
の
席
で
久
々
に
口
笛
を
披
露
し
た

と
こ
ろ
、
皆
に
大
う
け
し
て
、「
す
ご
い
よ
」「
口
笛
で
食
べ
て
い

き
な
よ
」と
口
々
に
言
わ
れ
ま
し
た
。
音
楽
や
っ
て
き
た
人
か

ら
そ
う
言
わ
れ
た
の
が
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
仲
間
の
結
婚
式
に
呼
ば
れ

た
り
、
演
奏
会
に
呼
ば
れ
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
も
呼
ば
れ
た
先
々
で
の
反
響
も
大
き
く
、「
リ
サ
イ
タ
ル
で

も
や
っ
て
み
る
か
」
と
調
子
に
乗
っ
て(

笑)

、
２
０
０
０
年
10

月
に
口
笛
の
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
催
。
そ
こ
か
ら
は
口
笛
を
吹
く

仲
間
と
の
出
会
い
も
あ
り
、
す
っ
か
り
口
笛
が
自
分
の
生
活
の

一
部
と
な
り
ま
し
た
。
口
笛
コ
ン
サ
ー
ト
や
口
笛
音
楽
祭
の
開

催
と
運
営
、
日
本
口
笛
奏
者
連
盟
の
創
立
、
そ
し
て
２
０
０
７

年
に
は
ア
メ
リ
カ
・
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
で
行
わ
れ
た
国
際

口
笛
大
会
に
出
場
し
総
合
準
優
勝
・
・
・
等
々
。
ま
さ
に
口
笛
に

ど
っ
ぷ
り
と
は
ま
っ
た
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

 

● 

好
き
な
口
笛
と
両
立
で
き
る
仕
事
と
し
て

　

充
実
し
た
日
々
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
お
金
に
は
な
ら
ず
、

別
の
仕
事
で
生
計
を
立
て
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
本
格
的
に
口

笛
演
奏
を
行
う
よ
う
に
な
る
前
か
ら
、
景
気
が
悪
化
し
本
業
の

彫
金
の
仕
事
も
減
少
し
て
い
た
の
で
、
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
タ

ク
シ
ー
を
始
め
ま
し
た
。
実
は
父
親
が
運
転
に
係
る
仕
事
を
し

て
い
て
、
常
々
「
運
転
手
に
だ
け
は
な
る
な
。
但
し
、
個
人
タ

ク
シ
ー
は
い
い
ぞ
」と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
最
初
は
個
人
タ
ク

シ
ー
に
な
る
こ
と
は
考
え
て
も
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
彫
金

の
仕
事
が
減
り
、
い
つ
の
間
に
か
タ
ク
シ
ー
で
の
稼
ぎ
が
増
え

て
く
る
と
、
一
足
先
に
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
な
っ
た
知
人

か
ら
の
勧
め
も
あ
り
、
口
笛
を
続
け
る
に
は
個
人
タ
ク
シ
ー
と

い
う
仕
事
の
や
り
方
が
合
っ
て
い
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
今
は
仕
事
と
口
笛
が
両
立
で
き
て
大
満

足
で
す
。

　

現
在
の
活
動
は
、
口
笛
と
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
と
ピ
ア

ノ
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
タ
イ
ル
、
バ
ン
ド
、
ジ
ャ
ズ
ス

タ
イ
ル
の
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
の
演
奏
が
主
な
も

の
に
な
り
ま
す
。
口
笛
は
吹
く
人
に
よ
っ
て
音
色

も
そ
れ
ぞ
れ
で
、
特
に
海
外
と
日
本
で
は
奏
法
も

違
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
が
あ
り
ま
す
が
、
私

は
口
笛
の
泥
臭
さ
と
い
う
か
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な

音
色
が
好
き
で
、
自
分
の
好
き
な
音
色
で
こ
れ
か

ら
も
楽
し
く
仲
間
と
演
奏
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

2019年には「口笛日和」としてアルバムを発売

個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
千
差
万
別
。

そ
れ
ぞ
れ
の
き
っ
か
け
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
紹
介
し
ま
す
。

個
タ
ク
と
私 

●
●
●
●
●

 

も
の
が
た
り

漆
原 

伸
一
さ
ん

（
う
る
し
ば
ら 

し
ん
い
ち
）

都
営
協
・
朋
友
支
部

　

昭
和
39
年
生

好
き
な
言
葉
は「
ケ
・
セ
ラ
・
セ
ラ
」

［プロフィール］

2007年の国際口笛大会。初出場にて準優勝の快挙!

※
視
聴
の
際
の
デ
ー
タ
通
信

料
は
ご
自
身
の
負
担
と
な

り
ま
す
。

演奏を聞いてみたい方は
こちらのQRコードから
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